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志願者数 17 45 94 43
合格者数 9 37 64 34
平成22（2010）年度
志願者数 100 76 104 38
合格者数 24 37 40 19
平成23（2011）年度
志願者数 108 62 177 68
合格者数 24 34 59 26
平成24（2012）年度
志願者数 89 70 199 71
合格者数 21 40 56 28
平成25（2013）年度
志願者数 62 44 215 59
合格者数 13 36 86 28
平成26（2014）年度
志願者数 65 67 223 48
合格者数 10 34 81 23
平成27（2015）年度
志願者数 51 61 220 76
合格者数 10 36 92 33
平成28（2016）年度
志願者数 48 55 210 59
合格者数 11 38 87 28
平成29（2017）年度
志願者数 45 52 222 54
合格者数 11 33 93 19
平成30（2018）年度
志願者数 34 41 149 41













































平成24（2012）年度 69 66 60 90.9％ 87.0％ 73.3％
平成25（2013）年度 69 64 63 98.4％ 91.3％ 82.5％
平成26（2014）年度 76 73 73 100.0％ 96.1％ 78.1％
平成27（2015）年度 75 73 73 100.0％ 97.3％ 80.8％
平成28（2016）年度 81 75 75 100.0％ 92.6％ 84.0％
平成29（2017）年度 72 66 66 100.0％ 91.7％ 80.3％
※小学校等の臨時的任用も含む。
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子ども発達教育学科　現況と展望
10
絵本づくりと読み聞かせ
後期の授業科目に「子どもと言葉Ⅱ」がありました。保・幼を目指す学生のみなさんが
集まって受ける講義・演習でした。当時のシラバスを見返してみると，おおよそ次のよ
うな計画で15回の授業を展開していました。
1）幼児に対する言葉の教育の目標の考察／言葉の教育の戦後史の考察
2）幼児の言語表現の実態（岡本夏木，チュコフスキー，口頭詩を視点として）
3）「絵本」の研究①－読み聞かせに焦点をあてて－
4）「絵本」の研究②－絵本創作の試み－
特に，心に残っているのは絵本の読み聞かせや創作の演習です。
絵本の読み聞かせ演習では，「ちいさな　ねこ」（石井桃子）を扱った回がありました。
学生のみなさんの興味の中心は，ページのめくり方や声色の使い方などでしたが，まず
はそれを考えるための基盤づくりから始めました。「ちいさな　ねこ」をスラスラと音読
できるようになることから，内容の解釈，内容と表現との関係などへと学習を進めまし
た。
実際の読み聞かせでは，お母さん猫が大きな犬を追い払うシーンで，「ふうっ！」とお
こっていることが思い浮かぶような力演が見られました。お母さん猫の愛情とたくまし
さを読み取り，それを伝えようとしていることに感心した覚えがあります。
絵本創作の演習では，瀬田貞二が示した「積み重ね法」（漸層法）を基本構造として，そ
れぞれにストーリーを創り，絵本化していきました。「積み重ね法」については，「三びき
のやぎの　がらがらどん」を事例として学びました。創作した絵本は「比治山大学機関リ
ポジトリ」に「子ども発達教育学科　子どもと言葉Ⅱ　創作絵本作品」として収録されて
います。なかなかの力作揃いです。ぜひ，Web検索してみてください。
比治山大学での私の思い出の1ページを振り返ってみました。わずか2年間の勤務でし
たが，「ことば」をめぐって，保・幼・小での実践に役立つ力を高めていただきたいと思っ
て取り組んでいました。生きたことばの学びを体験していただけたなら嬉しいです。
子ども発達教育学科開設10周年，誠におめでとうございます。子ども学科での実践的
な学びが，これからも続いていきますことを祈念いたします。
青　山　之　典（担当：国語科教育）
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子ども発達教育学科開設 10周年に寄せて
地域密着大学
開設10周年おめでとうございます。
もう10年が経過するのですね。わたくしも退職してから六年目であり，あっという間の
10年間だったと思います。
思い出してみると，坂の上に立っている校舎，その中でも子ども発達教育学科は一番上
に立っていました。新しい校舎には，図工室，音楽室，理科室と充実した設備と教育環境
に恵まれていました。
入学者の多くは，広島県や山口県東部の出身者という地域密着型の大学でした。実習訪
問なども，東は福山市，西は岩国市，北は庄原市に行った思い出があります。
二年目の時だったでしょうか。学年別に，安芸高田市立可愛小学校を全員で一日参観し
ました。県内の公立小学校に二日間普段の小学校生活を学生のために公開していただけた
のも地域に密着している大学だからこそです。そして，四年目には，広島市立安小学校で
行われた算数の全国大会で多くの学生が前日からボランティアとして参加し，当日も運営
スタッフとして協力したことです。
最後に，今も続いていると思いますが，運動会の運営です。子ども発達教育学科だから
こそ将来を見据えた学びだったと思います。
次の10年の更なる発展を楽しみにしています。
赤　井　利　行（担当：算数科教育）
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10
思い出深き二年間
子ども発達教育学科が誕生して，10周年という記念の年を迎えられましたこと，心より
お慶び申し上げます。この10年の間に多くの小学校教諭，幼稚園教諭，保育士等を誕生さ
せ，教育及び福祉の分野で多大なる貢献をしてこられたことに敬意を表しますとともに，
短い期間ではありますが，その一員として参加できたことに心より感謝申し上げます。
私が貴大学に在職したのは，現在の4年生が入学した平成27年度からの二年間でした。
単身赴任（香川出身）ということで，3月末にアパート探しや荷物の整理等で大忙しだった
ことを覚えています。大学では山田先生と一緒に「学生委員」の担当でした。運動会，フェ
ロー合宿等大変ではありましたが，自治会の皆さんやフェローの方たちが真剣に悩み，苦
しみ，議論し，「今を生きている」と思える瞬間に立ち会えたことは幸せでした。
私たちはどうしても手段として生きてしまいます。「将来のために・・今は○○をしよう」
こういう生き方は人生には必要かもしれませんが，仏教のいう「而今＝たった今を精一杯
生きる」として生きたいと思っています。私にとって，比治山大学での二年間は「而今」だっ
たかもしれません。初めての大学で，何もわからず瞬間，瞬間を精一杯生きた二年間だっ
た気がします。だからこそ，思い出深い二年間なのだと思います。
鍵山秀三郎氏の言葉に「十年偉大なり，二十年畏るべし，三十年歴史なり」という言葉が
あります。子ども発達教育学科は，これからも先生方と学生さんたちとの真剣な一年，一
年が始まり，それが積み重ねられていくのでしょう。決して，手をぬかず何の見返りも求
めず，淡々と続けられるのでしょう。そして，気付いた時，「二十年畏るべし，三十年歴史
なり」となっているものと思います。
新しい将来に向かって子ども発達教育学科がますます社会に貢献し発展されますこと
を心よりお祈りいたします。
佐々原　正　樹（担当：国語科教育）
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子ども発達教育学科開設 10周年に寄せて
先生になることを
　夢で終わらせない学科に
「どんな学科にしたいと考えていますか？」2007年，子ども発達教育学科の設置準備室
で学科設置の作業を一緒にしていたある先生から尋ねられたことを今でも鮮明に記憶して
います。その準備室は4号館にあり，その後学科主任に就任される鈴木盛久先生，そのあと
主任を引き継がれる緒方満先生のデスクが並べられており，その前には会議用のテーブル
が置かれていました。設置準備室の窓からザクロの木があり，少しずつ熟していくのを
見ながら議論や作業をしていました。
ちょうどその頃，教職指導センターが設置され，センターは7号館の小さい部屋に置か
れていました。そのセンター兼研究室で子ども発達教育学科の構想を練り資料を作成し
て，4号館の設置準備室や高橋超先生がいらっしゃった1号館の学長室に出向き，何度も
会議に参加していました。また，体育館の跡地には6号館の建設が開始され，比治山大学
がさらに発展する期待に満ちていたような気がします。
「小学校の先生になりたい学生が教員採用試験に合格して，ほんとうに教員になれる
学科にしたいと考えています」と答えたことがついこの前のことのような気がします。
子ども発達教育学の開設前年度にはオープンキャンパスが開始され，着任予定の教員が
まだ設置されていない学科の魅力をいかに高校生に伝えるか，ずいぶん苦戦したものです。
春になり新しい学科に1期生が入学してきたときは感動すら覚え，4年間で小学校の教員，
幼稚園や保育所の先生を育成する責任の重さも同時に感じました。
今では多くの教員を輩出し，教員採用試験の現役合格率も非常に高い素晴らしい学科に
なりました。「本当に教員になれる学科」は見事に実現され，心からうれしく思っています。
学生への指導を熱心に行われた学科の先生方，教職指導センターをはじめ学科を支えた
大学の教職員の皆さん，教員を志し学びを重ねた学科卒業生・在学生の皆さん，今日の
子ども発達教育学の発展に関わったすべての方々に敬意を表したいと思います。
平　田　敦　義（担当：教育学）
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10周年という「通過点」
「十年一昔」という。今後も続く歴史の「通過点」の一つに過ぎないが，ああ，もうそんな
に時間が経過したのか，との感慨に耽っている。（同時に，「十年一日」という言葉も思い出
され，老境にあるわが身には，こちらの方がふさわしいような気もしているが……）
国立大学で教員養成の仕事を，34年間続けた後に，教員養成学科を新設した本学に勤務
することになった。教育に関しては，国民の誰もが，指導する側あるいは受ける側の経験
を有するので，口出し可能な対象のように見える。しかし，教育は，極めて複雑かつ困難な
ものでもある。誰でも介入できる行為のようでありながら，実は高度の専門性を前提にす
る難しい世界なのである。何しろ，教員とは，人間が他の人間の成長を支えるという難し
い仕事（相手が幼児や小学生であれば尚更）に従事する専門家なのだから。
教員の資質として，1）日々の現場での学習指導を，効率的，効果的に遂行するスキルの
他に，2）個々の具体的なスキルの背景となる原理・理論に関する知見がなくてはならない。
さらに，3）その背後あるいは基盤に，豊かで公正な人間性という，最も困難な条件が求め
られる。最後の条件などは，教員養成に従事する者にとっても常に困難を伴うはずのもの
であり，私自身にも自信はない。が，大学教員の自信の有無に関係なく，必須の条件である。
大学の4年間で，上記の資質を有する人材を養成するには，それなりの文化，風土とノウ
ハウ，さらには入学生の基礎体力（基礎学力）が必要になる。新設の学科とは，「ゼロからの
出発」を意味する。大学での授業では，全国水準の力量を身につけるように努力を続けた
つもりである。が，最初の卒業生を送り出すに当たって，果たしてそうしたレベルの教育
の専門家＝教員を送り出すことができたかどうか，なお課題と後悔の念が残ったことも否
定できないでいる。
近年の採用試験の成績は上々だと聞く。教員養成の土壌が豊かに育っている証だろうか。
私が大学生当時は，全国で採用枠が限られていて，教員になることが至難の時代であっ
た。今後そのような時代が再来することも予見できる。しかし，どういう状況にあっても，
確かな力量と広汎で奥行きのある知見，そして豊かな人間性を具備した，児童や保護者，
そして国民に信頼される人材育成の場であり続けることを願ってやまない。
森　田　信　義（担当：国語科教育）
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“なぜ，なぜ，なぜ”は“なぜ”
いきなりですが，私，森羅万象に関し，“なぜ，なぜ，なぜ”のスタンスは棺桶に入るまで
失いたくないと考えています。「なぜ？」となりますね。が，それはひとまずおきます。
さて私，私は，私のようなタイプの教員（人間）に好感をもたなかったと思います。本原
稿の執筆，否応なく「来し方」を振り返ることとなり，こうした「あらら！」の「自己評価」
です。「おそいッ！」の声が四方八方からきこえてきます。
では，反省し，「行く末」を自己改革に捧げるか。否です。なにしろ私，自他共に認める「臍
曲がり」。みなが「右」と言えば，おおよそ私は「左」です。偏屈人間の極みかもしれません。
ただ，この臍曲がり，歴史に学び大勢に流されることを回避する自衛策でした。ん？常套
句を援用します。「子等をふたたび戦場に送らない」ためでした。これが私の教師としての
基盤となり“なぜ，なぜ，なぜ”と臍が捻れたのです。ともあれ，そんな「臍曲がり」が，よ
くもまあ，子ども発達教育学科に8年（8年目は“非常勤講師”）も居させていただいたと心
底思います。ここで，我がことながらあらためて“なぜ，なぜ，なぜ”となりました。私の
ようなカチコキ（古稀）臍曲がりに幸せな「いま」があるのは“なぜ”だろうとの「問」です。
思量の末，三つの「解」を得ました。一つは，子ども発達教育学科の学生の多くが，やさ
しく，かつ，おおらかな人間性を有していたことです。さすがは，保育士・教員志望者の集
合体と再確認しました。なにしろ，私が学生だったら石のひとつでも投げたくなるくらい
の「大量宿題」，あるいは，遠慮会釈のない「持論」の押し付け等々，これらを堪え忍び，が
んばり抜く人材だったことです。二つは，この原稿に取り組みつつ，高橋　超先生，鈴木盛
久先生，そして緒方　満先生のご尊顔，子ども発達教育学科の教員仲間の姿が脳裏を去来
します。あたたかい先輩，同輩，後輩諸氏のおかげが大であったことを記さずにはいられ
ません。三つは，事務系職員の方々の誠心誠意のお支えです。常時，快適環境の中で勤めさ
せていただきました。私の「いま」の幸せ，かく再確認しました。万感の思いをこめ，心か
らの感謝の言葉を捧げます。ありがとうございました。
※上掲の“若レ点元シルバーマン”は，私の“教え子（仁賀井和枝さん）”の手に成る肖像画です。私の「美男写真」
より，是非「自慢のこれ」をと，編集ご担当の先生に無理を申しあげました。「逸脱」ごめんなさい。
若　元　澄　男（担当：美術科教育）
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大学教員としての出発点
比治山大学現代文化学部子ども発達教育学科開設10周年記念誌の発刊，誠におめでと
うございます。心よりお祝い申し上げます。
さて，私が子ども発達教育学科に在籍いたしましたのは，平成25年から平成27年の2年
間になります。期間としてはわずか2年ではありましたが，今の自分があるのはこの2年
間のおかげだと心の底から感じております。少し振り返ってみたいと思います。
子ども発達教育学科への着任は平成25年4月，博士号取得後すぐのことでした。大学教
員としての本格的な採用はその時が初めてでしたので，これまでとは異なる全く新しい環
境ということも相まって，何が正解なのかもわからないまま，いつも不安な状態で日々を
過ごしていました。
そんな状況の中，心強かったのが教育経験豊富な子ども発達教育学科の先生方の存在
でした。様々なことを体験させていただきました。まるで学生を小学校教員・保育者とし
て育成するのと同じように，未熟な私を一人前の大学教員として育てようとしてくださっ
ているかのように感じていました。授業のやり方や学生指導の方法，会議や宴席での振る
舞いなど，今の私を形作っているのは子ども発達教育学科の先生方のご指導のおかげだと
思っています。本当に感謝しております。
自分にとって特に大きな経験だったのが，保育者養成を担当したことでした。右も左も
わからない中，森川敦子先生や川上みどり先生と事あるごとに打ち合わせや意見交換を行
い，悪戦苦闘しながら授業や学生指導をしていたことを，昨日のことのように思い出しま
す。それまで心理学しか学んでこなかった私の視野を広げてくれた，本当に貴重な日々で
した。
現在私は，京都府にある大谷大学教育学部に所属し，引き続き保育者養成に携わってい
ます。学生たちは，子ども発達教育学科で出会った学生同様，とても個性的です。前任校
の大阪国際大学短期大学部でも感じましたが，保育者・教員を目指す学生たちは熱心で意
欲的に物事に取り組みます。学生の情熱の火を絶やさないように，子ども発達教育学科で
培った経験を活かして，今後も保育者・教員養成に取り組んでいきたいと思います。
最後になりましたが，子ども発達教育学科の益々のご発展をお祈り申し上げます。
渡　辺　大　介（担当：心理学）
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出会いに感謝
松　谷　美　希
（第 1 期生　福山市立大津野小学校教諭）
10周年に寄せて
西野（杉本）初花
（第 1 期生　東広島市立御薗宇幼稚園教諭）
小学生の頃から，子どもと関わる仕事に就きたいと考え，子ども発達教育学科へ入学しま
した。学生時代の4年間は，保育から小学校教育の分野まで，幅広く学ぶことができました。
たくさんのことを学んだ子ども発達教育学科は，私にとって，自身を支えてくれる先生方や
仲間に出会えた大切な場所となりました。先生方には，学生の頃から就職した現在までも，た
くさんのサポートをしていただいています。授業作りや生徒指導など，小さなことでも親身
になって相談を聞いてくださり，助言をしてくださいます。また，学生時代，教員採用試験の
合格に向けて一緒に勉強した仲間は，今でも悩みを共有し合える大切な人たちです。就職後，
たくさんのとまどいがあった中，現在も小学校教諭として現場で子どもたちの成長を見続け
てこられたのは，ここでの出会いがあったからです。自身の成長の場となったこの学科に，感
謝の気持ちでいっぱいです。
教員6年目。たくさんの子どもたちとの出会いがあります。私が子ども発達教育学科での出
会いに支えられて成長できたように，子どもたちに出会いの大切さを伝えられる教員であり
たいです。
子ども発達教育学科開設10周年おめでとうございます。
私は現在，東広島市立御薗宇幼稚園に勤めています。幼稚園教諭は，厳しいことも沢山あり
ますが，幼稚園教諭・保育士になるという小学生からの夢がかない，とても充実した日々を
過ごすことができました。この春，第一子を出産し，現在は育児休暇を頂いております。福利
厚生が充実しているところも公立園ならではです。
私は，第1期生として入学しました。入学時は，新設の学科だったこともあり，この先どう
なるのか不安もありましたが，先生方が一生懸命私たちに関わろうとして下さり，そんな不
安もすぐに解消しました。特に，チューターの緒方先生にはよくして頂いて感謝しています。
入学後すぐのからまつ合宿や，保育実習など，大学での思い出はたくさんありますが，一番心
に残っているのは，チューターやゼミの仲間との集まりです。卒業して6年経ちますが，今で
も時折集まって，思い出話に花を咲かせています。
今の私があるのは，子ども発達教育学科での4年間があったからです。これからも20年，30
年と子ども発達教育学科が発展していくことを祈念いたしております。
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先生方と共に
竹　本　　亮
（第 2 期生　東広島市立平岩小学校教諭）
保育士になるまで
粟飯原　遥　香
（第 2 期生　広島市立竹屋保育園保育士）
子ども発達教育学科開設10周年，おめでとうございます。年々，後輩たちと職場で出会う
ことが増えてきており，子ども科の様子や先生方の話が聞けてとても嬉しく思っています。
そんな中，最近になって学科の先生方の凄みについて気付いたことがあります。私は1学年
の1学級を担任することで精一杯ですが，学科の先生方は常に4つの学年を担当されている
ということです。ただただ敬服するばかりです。そんな先生方との思い出は，第一回運動会の
企画・運営です。実行委員は合宿をして構成を考え，当日はみんなが選手兼運営者となって
盛り上げ，先生方にも走っていただきました。子ども科の一体感を感じました。一体感といえ
ば，教員採用試験に向けて仲間たちと勉強に励んだことも，今となっては良い思い出です。朝
から晩まで暗記をしたり，ゼミの垣根を越えて学び合ったりしました。私たちのがむしゃら
な勉強に先生方が寄り添ってくださり，時にはお休みを返上して指導してくださいました。
みんな，あの頃の学びが採用試験だけでなく今にも生きていると感じていると思います。子
ども科での4年間は私にとって財産であり，2期生の仲間は宝物です。
この度は，子ども発達教育学科開設10周年おめでとうございます。
私は2期生として，子ども発達教育学科を卒業しました。私は公立保育士を目指し勉強して
きました。学生時代は，現場で必要なピアノの練習をしたり，実習で実際の子どもたちの姿や
現役の保育士の方から仕事内容などたくさんのことを学んだりすることができました。公立
保育士になるために，一般常識や専門分野，実技試験も前例が少ない中で，大学の先生方と一
緒に一生懸命勉強し，夢を叶えることができました。
社会人として，保育士として5年が経ち，現在も研修に参加するなど日々勉強をしていま
す。そして何より，毎日一緒に過ごしている子どもたちから学ぶことがたくさんあります。一
人ひとり個人差や個性があり，柔軟に対応，援助していかなければならないこと，思いを受け
止める温かさ，信頼関係の大切さ，他にも現場だからこそ分かることがたくさんあります。保
育士という仕事に就くことができ，心からやりがいを感じています。今後も，子どもたちとと
もに，楽しい保育をしていきたいと思います。
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受け継がれる心
岡　脇　圭　佑
（第 3 期生　東京都北区立西が丘小学校教諭）
視野を広げることの大切さ
中　島　郁　美
（第 3 期生　学校法人永照寺学園永照幼稚園教諭）
子ども発達教育学科開設10周年を迎えられましたこと，心よりお祝い申し上げます。
卒業してから早3年の月日が流れ，教員としての歩みも4年目となりました。今，自信を
もって教壇に立つことができているのは，大学生活4年間の礎があってこそだと思っており
ます。教育に携わる者として，一人の人間として，先生方にはとても多くのことを教えていた
だきました。この場をお借りして感謝申し上げます。
私達は子ども発達教育学科の第3期生として入学いたしました。そこで出会った同じ志を
もつ仲間たち。からまつ合宿で仲を深めたり，運動会を自分たちで企画・運営したり，互いの
授業について熱く語ったりと，たくさんの想い出を共有してきました。中でも教員採用試験
に向けて共に頑張った日々は一番の想い出であり，今の私の財産です。
先輩方から受け継いできたもの，自分たちから後輩へと受け継がれたものが，10周年とい
う形として表れたことを大変嬉しく思います。子ども発達教育学科の今後益々のご発展を心
から願っております。
子ども発達教育学科が10周年を迎えられましたこと，心からお慶び申し上げます。
私は幼少期から幼稚園教諭に憧れを持ち，子どもの学び・成長に寄り添い，サポートでき
るようになりたいと思っていました。子ども発達教育学科では，幼児教育だけでなく小学校
教育についても学ぶことができることに一番魅力を感じています。入学当初は，幼児教育と
小学校教育を分けて考えていましたが，学びを深めていくうちに小学校での学びを見据えた
幼児教育の大切さを考えるようになりました。また，保幼小連携について研究を行ったこと
も幼児教育に対する視野を広げることに繋がったと思います。
現在，年長組の担任として日々の保育活動の中で，小学校生活を見据えた様々な取り組み
を行っています。在学中の学びを活かして，就学に向けてより良いサポートができるよう精
進していきたいと思います。
最後になりましたが，在学中皆様からいただいたご厚情に深謝するとともに，子ども発達
教育学科の益々のご発展を心よりお祈り申し上げます。
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子ども発達教育学科での経験
中高下　郁　実
（第 4 期生　広島市立井口明神小学校教諭）
就職がゴールじゃない
四　俵　尚　大
（第 4 期生　広島市立みゆき保育園保育士）
10周年おめでとうございます。学科の4期生であることは私の誇りであり，教員人生で大切
な基盤となっています。最近は学科を卒業した教員も増え，とても嬉しく感じています。
この学科の魅力は，学生と先生との距離が近いことです。私は二年の頃，幼稚園教諭と小学
校教諭のどちらを目指すか悩みましたが，先生が親身に相談を聞き，適切なアドバイスをし
てくださったので，私の中の迷いや不安が和らぎ，小学校教諭への決心がつきました。
私が教員生活で最も大切にしていることは「子どもの思いに耳を傾ける」ことです。子ども
達の中には自分の思いをうまく伝えることができない子がいます。思い描く自分になりきれ
ず，もがいている子もたくさんいます。このような中で，目には見えにくい部分で子ども達が
考え思っていることに気づき，努力する姿に寄り添えるよう，日々子ども達とたくさん会話
をしています。
学科の学生の皆さん，ぜひ多くの人と出会い，考え方にふれ，自分の考えを広げてください。
私も子ども発達教育学科での学びを活かし，広島の教育の発展に努めたいと思います。
大学生活では勉強とサークルに打ち込み，保育士を目指す男性の同級生は少なかったが，
その分目標に向かって刺激し合えた。1年次から公務員対策に参加できるなど，勉強できる環
境は整っていた。
保育士として働き始めて3年目になる。大規模園で職員も多く，男性保育士の数も3名と比
較的多い。職場では力仕事になるとほぼ必ず声がかかる。女性が多い職種のためやりづらい
と感じることもあるが，色々と配慮していただいていることもあるように感じる。
無事就職が決まり，念願の保育士として働き始めた頃は，うまくいかない事が多く，子ども
達もまとめられない。職員同士の人間関係に悩む事もあった。なかなかモチベーションが上
がらない時期を後から振り返ると，一種の燃え尽き症候群であったように感じる。就職する
ことを意識し過ぎて，就職してからどんな保育士になりたいのか，そのためにどのような努
力が必要なのかを考えていなかった。大学での学びは就職するためのものではなく，就職し
てから自分の理想とする保育士になるためのものだった，と気付いたのは就職してからずい
ぶん経ってからだった。
23
子ども発達教育学科開設 10周年に寄せて
感感感謝
森　野　隆　清
（第 5 期生　東広島市立造賀小学校教諭）
施設で働くこと
根　角　亜　美
（第 5 期生　社会福祉法人似島学園保育士）
「先生。大学って，楽しかったですか。」初めて教壇に立ったとき，クラスの子どもからこん
な質問をされたことがあります。
大学の思い出の中で一番印象深いのが教員採用試験です。当時は不安との戦いでした。で
も，大学には，そんな不安をかき消してくれる人達がいました。
まずは，同じ夢を持った仲間たち。出題される問題を予想しながら，ともに勉強をしまし
た。つらい時には励ましあい，時には競い合い。休憩時間には，息抜きとして語り合ったのも
良い思い出です。
そして，たくさんのバックアップをしてくださった先生方。優しいだけでなく，必要な時に
は厳しく指導もしてくださいました。とある先生から，面接練習で質問攻めにあったことも
忘れられない思い出です。
「大学って，楽しかったですか。」初めて教壇に立ったとき，たくさんの思い出話をしました。
大学での学びを，堂々と話している自分がとても誇らしかったです。そして，自分を成長させ
てくれた大学に，本当に感謝しています。
子ども発達教育学科開設10周年おめでとうございます。振り返ってみると，私が今の職業
に就くことに，大学4年間の学びが大きく影響していると思いました。大学に入るまでは「保
育士」という職業は，0〜6歳までの「保育園に通う子どもたち」と関わる仕事だと思っており，
私自身も「保育園の保育士」として進んでいくつもりでした。けれど，「保育者」は0〜 18歳ま
での全ての子どもたちと関わる仕事であることを学び，私は「児童養護施設」に出会いました。
施設は24時間，365日全てが暮らしの場であり，「家そのもの」です。中には幼児期から高校
卒業までずっと施設で暮らす子どももいます。その分子どもたちとの関わりも多様で悩むこ
ともたくさんあります。けれど，子どもの成長を長い期間，傍で見ることができるのはこの仕
事の魅力の一つで，今それがとても楽しみです。4年間学ぶことで，「保育者」としての視野を
大きく広げることができました。さまざまなものに目を向けることはこれからも大切にして
いきたいと思います。
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開設10周年おめでとうございます。
柿　木　優　衣
（第 6 期生　出雲市立西野小学校教諭）
今の私をつくった4年間〜保育・仲間〜
藤原　由衣
（第 6 期生　比治山大学短期大学部付属幼稚園教諭）
この度は，子ども発達教育学科開設10周年おめでとうございます。
島根から広島に出てきて，不安でいっぱいだった1年生の4月からあっという間の4年間で
した。小学校教員になりたいと思ってから，海外短期研修やボランティア，教育実習とさまざ
まな体験をすることができました。このような素晴らしい経験を与えてくださった先生方に
深くお礼申し上げます。
子ども発達教育学科の魅力は，何と言っても先生方の温かい指導と，切磋琢磨し合える仲
間がいることです。研究室に行けばいつも親身になって話を聞いてくださってありがたかっ
たです。教員採用試験の対策や，卒業論文の指導も大変お世話になりました。
子ども発達教育学科は，先生，学生ともに明るく元気いっぱいな，個性豊かで素敵な人たち
ばかりです。そんな子ども発達教育学科らしさを失わず，学科がますます発展していくこと
を心よりお祈り申し上げます。
私は，年少クラスの担任をしています。毎日があっという間に過ぎていきますが，子どもの
成長を感じながら，鮮やかでかけがえのない日々を過ごしています。私は，保育に対する基
礎知識や保育観を子ども発達教育学科で学びました。学生一人ひとりに丁寧に寄り添って下
さった先生方のように，私も子どもの気持ちに寄り添って考えることを意識しています。ま
た，子どもと関わる上で重要な信頼関係の構築には，一人ひとりの発達や性格・生活環境・
考え方などの理解を深め，丁寧に関わることが大切だということを学びました。現場でも実
感する場面が多く，今後もこの考え方を大切にしながら保育していきたいと感じています。
大学時代には保育に関する学びだけでなく，同じ志で切磋琢磨しながら共に成長した仲間が
数多くできました。卒業後も支え合っており，これからもかけがえのない存在でい続けると
思います。今後も，子ども発達教育学科で学んだことや仲間たちを大切にしていきます。そし
て，子どもに携わる者としての自覚と責任を持ち，保育の質の向上のため学び続ける保育者
でありたいと思います。
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子ども発達教育学科開設10周年記念シンポジウム　全体テーマ
「これからの教育者・保育者に期待すること」
子ども発達教育学科開設10年目の現在，「未来の子どものサポーター」を目指して本学
科で学んだ学生達の多くは，全国各地で教育者・保育者として子ども達と向き合っている。
開設10周年という節目のこの時期に，今一度，教育・保育の現状と課題を明らかにし，
これからの教育者・保育者に期待される役割を考えていきたい。このことは，教員・保育
者の育成を目指す大学に今後求められることを明らかにすることでもある。
そこで，学科開設10周年記念行事として，「これからの教育者・保育者に期待すること」
を全体テーマとし，シンポジウムを企画した。シンポジウムは次の様な構成としている。
第 1 部　基調講演「教育・保育の課題と今後の展望」
教育・保育において長年指導的な立場にあり，現在もご活躍中の2名の講師にご登壇戴
き，これまでのご経験・ご研究を通して，主に現在の教育・保育の課題，これからの教育・
保育の展望についてのお考えを語って頂く。
第 2 部　鼎談「これからの教育者・保育者に期待すること」
基調講演を受けて，講演をして頂いたお二方と子ども発達教育学科の教員を交えて，自
由に語って頂く鼎談である。これからの教育者・保育者に必要な資質・能力や期待される
役割，さらに，教員・保育者養成の大学に今後求められることを明らかにしながら，全体
テーマに迫っていく。登壇者の方々の「教育者・保育者へのメッセージ」は，若い先生や保
育者の方を始め，教育・保育関係者全てへの貴重な提言となるであろう。
下㟢　邦明　シモザキ　クニアキ
大阪府出身。神戸大学大学院修士課程修
了。昭和55年広島県立佐伯高等学校教諭，
広島県立広島皆実高等学校を経て，昭和62
年広島県教育委員会教育部同和教育指導主
事，高等教育管理主事，管理部教職員課長等
を歴任。その後，平成16年に広島県立福山
誠之館高等学校長，広島県教育委員会教育
部長，教育次長，平成23年より広島県教育
長を平成29年まで務める。現在，公立大学
法人県立広島大学参与，エリザベト音楽大
学監事。
教育長在職中に「学びの変革アクションプ
ラン」を推進し，その取り組みが全国から注
目される。「教師が思い切り働ける環境を」等
をテーマとした論文や寄稿が多数ある。
伊藤　唯道　イトウ　ユイドウ
広島県出身。龍谷大学大学院文学研究科
博士課程単位取得満期退学。平成17年より
社会福祉法人順正寺福祉会順正寺こども園
園長，平成23年より一般社団法人広島市私
立保育園協会副理事長，平成25年より広島
市保育連盟会長。広島市男女共同参画審議
会委員，広島市社会福祉審議会委員等を務
め，広島市の社会福祉において中心的な役
割を担っている。
地域の中で世代を越えて集える場とな
り，また，子ども・保護者・保育者・地域，
出遇えた人が共に育ち合っていけるこども
園の運営を行い，その取り組みが注目され
ている。
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第1部　基調講演1
教育・保育の課題と今後の展望
これからの教育者・保育者に期待することということで，私がどういう思いで仕事をし
てきたのか，していこうとしているのかということも含めて，これまで経験で中心に考え
てきたことなどをお話できればと思っております。
まず，乳幼児の健やかな成長についてですが，我々教育委員会なかでも，学校とともに
取り組む中で一定の成果を挙げていますが，乳幼児期からの幼少期のところへ力を入れな
いと，それからの伸びはないのではないかという課題意識を持つようになりました。特に，
乳幼児期から小学校の低学年あたりがかなりキーポイントになるのではないか。
そういう意識の中で学びの変革案の一つに広島県の「遊び　学び　育つ広島っ子推進プ
ラン」があります。象徴的に中身を表現しようということで，テーマの「遊び」，「学び」，「育
つ」にスペースがあります。これにはすごい意味があります。その話が今日触れられれば
というふうに思っております。
皆さんにクイズです。「子どもたちは自然の中で自由に伸び伸びと活動をさせるとよい」
という考え方。こちらは「子どもたちは早い時期から意図的に『ことば』や『数』などにつ
いて学ぶとよい」という考え方。こちらだ（前者）と思われる方？	多いですね。こちらだ（後
者）という方？	こちらもいますね。両方とも正しくないのが正解なのです。両方とも，少
しは正解ですけど，両方とも正しくない。つまり，こんな風に考えてしまう今の状況があ
るわけです。前者は，「自然の中でと限定的にしているところ」が問題です。これは広島の
冊子を作る際に議論したとき，ヴィゴツキーの考え方にすごく影響を受けています。ヴィ
ゴツキーの1番の考え方は，ソーシャルカルチャー（social	culture）ということです。社会
文化的な環境の中で子どもたちは育つ。つまり認知，言葉とか数とか，そういうもの全部
がその社会文化的な環境の中で育つと言っています。それを抜きにしてはあり得ないわけ
で，自然の中で，自由にではなかなか伸びない。自然のなかでも，人と人，また大人と一緒
になっていろいろ活動しないと，なかなか，子どもが育つ活動ができないということが一
つです。後者は，この「早い時期から」というところが問題なのです。早いほどいい。多い
ほどいい，このへんが問題です。早いのは，本当にいいのでしょうか。そういうことを少し
考えていました。子どもの発達において，非常に育つ，育成すべき力というとことで，大き
く二つの課題があります。
一つはAIがすごく発達をしているということ。もう一つは脳科学，認知科学が21世紀
下　﨑　邦　明
前広島県教育長
公立大学法人県立広島大学参与
エリザベト音楽大学監事
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になって随分発達をしたということ。今日，従来の考え方っていうのは随分ひっくり返さ
れて来ています。
一点目の，AIの進展が社会を大きく変えるというのは皆さんご存知の通りです。10年後
20年後で何％の仕事がなくなるか。当時のオックスフォード大学での研究の中では，だい
たい47％ぐらいと言われています。今後，もっといくかもしれない。どんどんAIが仕事を
してしまうので，AIが仕事できないところを我々の子どもたちが仕事をするようになら
ないと存在価値がなくなってくるわけです。
もう一つ，国立情報研究所が開発した東ロボくんです。東大に合格させるというプロ
ジェクトで，もう止められましたけど，それで，偏差値がどこまでいったかというと，数Ⅱ
Bで65.8ぐらいです。世界史は66.5くらい。東大合格は無理だったようですが，かなりの
大学は通ってしまうというような状況でした。これはもう止められましたけども。
またOECDのアメリカの「求められるスキルの傾向」ついてのデータですけれど，21世
紀の初頭にもう衰退している部分もあって，いわゆるルーチンの仕事とかマニュアルの仕
事です。そうでないのは創造的な仕事ですね，ここにありますように，非反復的な，分析的
な双方向的な，こういうものはこれから伸びてくる。しかし，正にここはAIが全部取って
いくというような図でもう既にそうなっています。
それから，これは，あと10年から20年でなくなる仕事といわれているものです。（残る
仕事として）注目して欲しいのは，小学校の教育，小中学校の教育管理者というのがあり
ますけど，小学校の教育は残り，中高は残らない。つまり，コンピューターでe-Learningで
きたら教師はいらないということになりかねない。だから，AIがやるようなEラーニング
的なものを教師がやっていたらもういらないということですね。何故残るのが小学校か，
ということをよく考えていただきたい。
もう一点，少し話をしておきますけど，脳科学や認知科学の進化が教育を大きく変えて
いるというのは何かというと，ニューロンです。シナプスが繋がって，ここへシナプスが
伸びています。シナプスは，背骨の下くらいまで伸びているものもあります。脳っていう
のは大体どれぐらいの大きさかというと，人にもよりますけれども1200 〜 300gから1500
〜 600g，平均的には1400gぐらいで手のひらにちょうど乗るくらいといわれています。
ニューロンの数はいろいろあるようですけれども，全体の細胞の数がだいたい1400億と
いわれています。40億とか100億。ニューロンは数えられないですから，統計的な処理と
いうことですね。問題はですね，さっきと関係するんですけども，ミエリンというのがあっ
て，鞘になっています。この鞘が実は大きく影響し，鞘ができることによって，より速く伝
達するわけです。ここから，伝達物質が放出されます。この速度が早くなり，高速道路みた
いになってきます。このミエリンが出来るっていうのが，5歳から7歳，つまり幼稚園の年
長から小学校あたりです。このあたりからミエリンが成長します。だからそれまでにあん
まり言葉とか数字とかやっても効果がない，むしろ逆効果ですよっていうのがこういうと
ころからわかります。つまり，4，5歳に達する前から子どもに読み書きをさせようと努力し
ても，これは生物学的に時期早尚であるどころか逆効果っていうことがわかってきました。
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子どもにとって，言葉っていうのはすごく大事なものです。いろんな大人，いろんな人
間と交流する中で自然に言葉が発達していきます。脳の仕組みっていうのは，今までは，
頭の中へコンピューターのハードディスクや図書館の書庫みたいに，知識がしまい込まれ
ていると考えてられていました。それが大きく間違いであることが，わかってきました。
それは短期記憶の海馬のところで，その記憶は蓄えています。だいたい7項目，7つぐらい。
だから電話番号は7桁。一番さっと覚えられるのがそれぐらい。記憶力の良い人は9くら
い。本当に記憶力の良い人は海馬で覚えているのではなく，記憶術により，物語を作った
り，ものに置き換えたりして頭の中でしまい込んでいるわけです。頭の中で構造化してい
るわけです。
頭の中では，ある情報についてはこういうネットワークで，この情報についてはこうい
うネットワークで対処していくというネットワークができる。いいネットワークを作ると
非常に機能が高いわけです。そのネットワークが早く動くっていうのはさっき言ったよう
に，ミエリン，鞘です。ミエリンがどんどんできていくと，いろんな高速のネットワークに
なるわけです。だから量じゃないのです。知識の量だったら，それは，AIがやってくれる
わけです。大学の授業でも，スマホを使ってその場で調べることができるわけです。そう
ではなくて，質の問題，構造の問題です。知識を構造化できればそれを活用することが可
能なわけです。知識の量から構造へ，これが非常に大切であり，知識はもちろん大切です
けど，構造化されてないとそれは何の役にも立たない。クイズ王というものがありますけ
れども，AIの方が情報検索力等は格段に早いですから，人間はたちうちできません。
そういうAIの問題，それから，脳の構造の問題から考えていったとき，大事なことは，
一つはコンピテンシーっていうことです。子どもにとって，我々にとって一番基礎になっ
てくるのは言葉なのです。我々は，このことは非常に大切であると考えています。
「子どもが聞く単語数について」，ベティ・ハートとトッド・リズリーのアメリカでの
調査があります。福祉援助を受けている家庭の子ども，労働者階級の家庭の子ども，専門
職の家庭の子どものこの三つのグループで分けたときに，一時間当たりに耳にする単語数
が，福祉援助が616，労働者階級が1200，そして専門職の家庭の子どもは2153，これだけ差
がある。つまり言語環境が家庭によって違うということです。これを1年間に直すと300
万と600万と1100万とどんどん差が出る。それから，肯定的表現と否定的表現については，
福祉援助を受けている家庭は否定的割合の方が多い。それに対して専門職の家庭の場合，
圧倒的に肯定的表現が多い。こういうふうに言語環境が違っている。ここへメスを入れな
いと，子どもたちには，あっという間に格差ができてしまいます。
また，2歳から5歳までの子どもは大抵新しい単語を1日平均2〜 4覚えるので，この幼
児期の数年で覚える単語数は数千超えになります（スーザン・ケアリー）。それに対して，
貧しい言語環境で育った子どもたちが使う単語数は，恵まれた環境にある子どもたちの単
語の半分にも満たないという調査もあります（ルイザ・クック・モーリ）。それから，メリ
アン・ウルフは，言語面で恵まれていない家庭の子どもたちと，言語の刺激を受ける機会
が豊かな家庭の子どもが耳にする単語の数が，幼稚園に上がるまでに早くも3200万語の
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開きが生じるというデータを出しています。だからもう幼稚園，4歳くらいで，こんなに開
きが子どもの環境によって違ってくるのです。
それはヴィゴツキーが言うsocial	cultureという社会文化的環境が，子どもにとって言
語の発達に大きく影響をしているということになります。ここに手を入れるのは行政的に
できることです。もちろん，関係者全員，保育士も家庭の保護者も教師も，みんなが関係し
て，ここのところに手を入れていかないと，なかなか難しいということであります。
コンピテンシーの話にちょっと戻りますと，考え方を説明するのに氷山モデルで，よく
紹介されています。氷山の全体が人間のコンピテンシーで，見える部分というのはスキル
とか知識及び態度の一部分です。一方，価値観とか自己概念とか特性とか動機とか使命感
というのはなかなか見えない。評価もスキル・知識はしやすいけれども，見えない部分は
難しいということです。
これは東京学芸大学の岸学名誉教授が整理されているものですけど，OECDのイノベー
ションのためのスキル，OECDのキーコンピテンシー，EUのキーコンピテンシー，ヒュー
マンレット財団のより深い学びのコンピテンシー，21世紀のパートナーシップ，21世紀ス
キルの学びと評価のプロジェクトの6つのコンピテンシーを表に整理されています。
いろいろそれぞれありますけども，結局，大きくまとめると，知識，スキル（汎用的スキ
ル），人間性，メタ学習の，4つのグループに整理をされています。それをCCR（Center	 for	
Curriculum	Re-design）というところが枠組みを今のように「知識，スキル，人間性，全体
をメタ学習が包む」と整理しています。これは学習指導要領の知識・技能，資質・能力，価
値・判断としているのと同じです。そこへメタ学習というのが入ってきます。これも脳科
学などの発達の成果ですけども，今自分が認知をどうしているか，どこまで認知できてい
るかなど何が課題だったか，どういうふうになっているのかをモニタリングができるとい
うことです。メタはその背後とか上から，後からというギリシャ語ですけど，そういうメ
タ学習というのが大事になってきます。
もう一つ紹介しますと，キャシー・ハーシュ・パセックという認知学者がおられますけ
ども，その方のモデルが6c’sモデルです。6つのCが頭文字になっていますので，6つに整
理されました。コミュニケーション（会話・表現），コラボレーション（共創），クリティカ
ル・シンキング（批判的思考），クリエイティブ・イノベーション（創造的革新），コンピテ
ンツ（知識），コンフィデンス（自信），の6つですね。その6つを4つのレベルに分けて整理
をされています。今ここに本がありますけれども，“Become	Brilliant”に出ています。これ
は県教委がこれまで随分協力をいただいています慶応大学の今井むつみ先生による翻訳本
が出ています。その訳では，例えば，コラボレーション，「自分自身が全てを仕切る」段階
から，「横並びで勝手に進める」他の子どもといるのだけど，「いるだけ」というような段階。
それから，「やりとりしながら，もめたりして相談して進める」段階。そして，「それぞれの
強みを生かして，補いながら進める」段階。こういう風になっています。コンテンツでは，
「特定の状況について限定的に理解する」段階から，「広く浅くコンテンツ同士を繋げる」
段階。ICEモデルというのがありますけど，ICEの理解（I），基礎知識のところから繋げる
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（C），ここは広げる（E）ということになります。こういうふうにレベルを分けています。こ
れは非常によくできた表ですし，訳もずいぶん上手に訳されていますので，こちらを見ら
れると参考になります。例えばコンフィデンス，一番良いレベルのところですと，「熟慮し
た上で失敗に怯まず挑戦し続ける」，原題は，dare	to	fail，あえて〜する，のdareですから，
あえて失敗する。それをこう訳されている。まさにそうです。準備をした上でとどこにも
書いてないけど，説明の中で読みとれます。失敗に怯まず挑戦する。これは私が教育長に
なったときに最初に挑戦としましたが，これと同じだなと感じていました。
このように子どもたちはそれぞれのコンピテンシーの様子について，レベルが上がって
いくわけですね。それが育つということですね。今，我々が自己採点，メタ認知してみて，
レベル4へ達していますか。例えば，コミュニケーションのレベル4「対話によって互いに
満足するストーリーを作り上げる」。こういう対話をしていますか。コンテンツのレベル4
「専門領域について熟知し，直感が働く」，クリティカル・シンキングのレベル4「根拠に基
づき，熟慮して上手に疑う」。非常に深い意味がありますね。それから，クリエイティブ・
イノベーションのレベル4「変革について大きなビジョンを持っている」，コンフィデン
スはさっき言いましたね。怯まずに挑戦するということですけども，教師，保育士はでき
るだけ，レベル4になるように努力し，まだレベル2のところがあるな，2と3が混じって
いるなという状況があれば，自分をきちんとモニタリングして，自己修正をかけてコント
ロールして，努力していくことが教育者に求められると思うわけです。そういう意味では
この表はすごく参考になると思います。全部細かくやると大変ですので，せめてこれぐら
いのところでと自分をメタ認知して，姿勢をどうかとみていくのが大事かと思います。
子どもたちの育ちは，コンピテンシー全体で考えたら，こういうふうに考えていかない
といけない。しかし，話題になるのはコンテンツのとこだけですね。知識とか，よく知って
いる，たくさん知っているっていうだけではいけない。コンテンツ同士を繋げていかねば
ならない。だから，今新しい学習指導要領でカリキュラムマネジメントとか，カリキュラ
ムデザインとか言われているのはコンピテンシーということを問題にしているからなので
す。国語は国語だけ，算数は算数だけ，理科は理科だけっていう考え方ではなくて，子ども
の育ちは全体ですから，コンテンツも全体です。その繋がりがどうなるのかを意識するこ
とが大事です。そして，もっと大事なのは，実はカリキュラムの背景にある，環境という状
況です。つまり，学校や子どもたちが住んでいる地域の自然環境や社会環境が大事という
ことです。どのような地域や自然や社会の中で，どういう伝統や歴史や文化や風俗習慣を
持って子どもがそこで育っているのかを捉えて，教科領域を考え全体でデザインしていか
なければならない。そこで，このコンピテンシーがどういう風に育つのか，どこに関連す
るかいうことをきちんと押さえて，これを学校全体で，組織全体で，園全体で取り組むこ
とが今求められています。それがカリキュラムデザインです。そしてそれを実行して検証
する。これがカリキュラムマネジメントです。そのために広島県が進めているのは，カリ
キュラムマップ作りです。
カリキュラムをマップにして，各学校，園が置かれている自然状況，社会状況，環境そ
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ういうものを全部押さえた上で，各領域・教科と関連させ，総体としてコンピテンシーが
育つようにする。実はそういうものを前提にして，この「遊び　学び　育つ広島っ子　推
進プラン」を作ったときに，幼稚園や保育園でコンピテンシーを，就学前までにどういう
力をつけるかに焦点をあてて整理したのがこの5つの力です。「感じる・気付く力，うごく
力，考える力，やりぬく力，人とかかわる力」。だからあんまりコンテンツはいっていない。
感じる・気づく力，動く力，主体的に自分から能動的に行動をしていく，そういう力。遊び
を考え，工夫をしていろいろ考え，友達といろいろ相談しながら解決していく，そういう
考える力。そして，これはコンフィデンスに近いところで，失敗しても，もう一度トライす
る，やり抜く力。コラボレーションやコミュニケーションといった人と関わる力。こうい
う風に5つに整理して，今は全県で展開しています。この5つは全部揃わないとだめとい
うわけではなく，5つの力を大切にし総体を考えて育てていく観点にしようという，さっ
きのコンピテンシーの捉え方と同じです。
もう一点，実は，コンピテンシーとともに大事な観点で，ハワード・ガードナーの
multiple	intelligenceという考え方があり，いろいろ学校の中でも実践されています。
人間総体でコンピテンシーだからみんな同じように伸ばしていくものと考えてしまう
けども，実はいわゆる認知の仕方というのは，得手不得手があります。ちょっと実験しま
す。皆さん，目をつぶってください。問題を出します。「立方体があります。立方体をまず
縦に半分に切ってください。その切り口と90度にもう一度縦に切ってください。今度は横
に切ってください。はい。目を開けてください。立方体いくつになりましたか。」その時，
立方体を，頭の中で思い浮かべていた人？	つまり画像が見えた人？	かなりおられますね。
色がついていた人？	少し減りましたね。切り口が見えた人？	ものすごく減りました。刃
物とかノコギリが見えた人？	ノコギリで切ったおがくずが見えた人？	ここまで見える人
もいます。これは何を言おうとしているのかというと認知タイプが違うということです。
おがくずまでが見える人は視覚型です。そうではなくて頭の中で二分の一の二分の一の二
分の一，2の3乗分の1で8つ，こういうふうに考える人もいます。
認知のタイプは，実は子どもによって違います。8つのタイプを挙げています。一つが，
言語能力，つまり，言語的に考えたりするのが非常に得意です。2つめは，論理的で数学的
に（二分の一）×（二分の一）と考える人があたります。3つめは音楽が得意。ジャジャジャ
ジャーンって鳴った人がいるかもしれません。4つ目は空間。空間的に考える人。5つめは
体を使う。体を使う人は，単語を覚えるのに手で書いた方が良かったり，運動やダンスを
しながら覚えたりとかこんな人もいるわけです。6つめは自然が得意。7つめは人間関係が
非常に得意。8つめは，自分をちゃんと観察するのが得意だという人もいます。
全部が得意な人もおそらくいるかもしれません。三つぐらい二つぐらいっていう人もい
るかもしれない。つまり，認知の仕方っていうのは実は凸凹のタイプがあります。でもそ
れは全然いけないということではなく，それを少し伸ばしていけば，伸ばしていくことも
できるわけです。人によってはそういうタイプで優れている人はいっぱいいます。この辺
が得意の人は文豪，この辺は数学者，音楽家とか，画家，スポーツ選手とこういうふうにタ
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イプはいろいろあります。
実はこのMIを実践しているアメリカの学校では，この教材を使って，まず言語的に，次
は数学的に，音楽的になど，いろんな要素をローテで組んでやったり，言語コーナー，数字
コーナーなどを教室に8つぐらい作って，自分の好きなところへ行って，勉強したりして
います。
これはマルチインテリジェンスという，インテリジェンスといえども，認知の仕方とい
うのは，得意不得手というのがあり，コンピテンシーということで総体を考えて全体とし
て伸ばしていく必要があります。それぞれの要素についてちゃんとカリキュラムの中で，
どういうところでどういう力が付くのかということをみんなが意識しながらカリキュラム
をデザインしてマネジメントしていく必要があります。また，個々の子どもたちはいろん
な認知タイプがあるということ，この二つは大事に考える必要があるのではないかと思っ
ています。
最初の質問に帰りますが，早く多くというのが，実はアメリカで失敗しているのです。
その有名な政策にヘッドスタートプログラム（1965年）とブッシュ大統領のNo	Child	Left	
Behind，NCLB（2002年）の2つがあります。
ヘッドスタートプログラムというのは，コールマンリポートの「アフリカ系，ヒスパニッ
クの子ども達はヨーロッパ系の子ども達と比べると格差がある。その要因を調査した結
果，家庭の環境，経済的なものが影響する，言語環境が違っている」というリポートにより，
ヘッドスタート，幼児期から格差を無くす教育政策です。
No	Child	Left	Behindというのは，第二のスプートニクショックなどと言われている
PISA調査で，アメリカの成績が下の方で大変だということで，「どの子どもも取り残さな
い」という施策をしました。しかし，実際は失敗でした。できるだけ早くスタートするこ
と，手立てを早くすること，どの子も取り残さないということなどの考え方は正しい。で
は，何が違うかというと方法が違う。子どもの育つべき力を狭くとらえた。つまり，コンピ
テンシーの一部の知識だけをとらえ，プロセスよりも何点取ったか，どういう成績だった
かを評価したのです。さらに良くないのはその評価結果によって学校及び教育行政の団体
の予算の差をつけるということをしたから失敗したのです。ダメな学校は潰す。資金を財
政的に出さないから，教員の給与が下がる。下
がったらいい教員が集まらない。ますます学校
がダメになる，という悪循環です。だから，知
識，コンピテンシーの一部を重視して，そこへ
財政，教育行政を行ったということでアメリカ
はうまくいかなかったのです。
やっぱりコンピテンシー，総体をとらえない
と，しかも，特に幼少期の遊び。遊びというの
は学びであり，遊びを通してコンピテンシーが
育成される。「遊び＝学び」なんですね。イコー
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ルと書けないから，遊びと学びと育つとの間をスペースにしているのです。「遊び　学ぶ」，
そして育つという意味合いになっているのです。
ヴィゴツキーは，「遊んでいる時こそ，最高の発達を見せる」と言っています。遊びの
中で，子どもは，自分自身よりも，一つ頭を抜きん出るように，成長していく。つまり，
子どもの発達，子どもの認知の発達，言葉の発達，数的な理解の発達，色の感覚やmulti	
intelligenceのような能力，そういうものの発達に遊びというのが大事になるのです。これ
は就学前までだけでなく小学校でもすごく大事です。一人の個別の遊び，無言語の遊びで
はなく，いろんな友達と一緒にとか，先生も交えて，大人が入った遊びがいいのです。
遊びというのは5つの要素があると言われています。Einstein	never	used	Flash	Card，
「アインシュタインはフラッシュカードを使わなかった。カード式の学習はやらなかった」
という本（キャシー・ハーシュ・パセックの本ですが）これもですけど，遊びは愉快で楽
しいものでなければならない。遊びはそれ自体が目的であって，その他の目的があっては
ならない。遊びは遊ぶ者によって自由に選ばれた自発的なものでなければならない。これ
は今のコンピテンシーにつながっていくのですね。それから，遊びは，遊ぶ者が能動的に
関わるものでなくてはならない。特に大事なのはここなのです。遊びはsocio	culture的な
ものと言いましたようにごっこ遊び，なりきり遊び，そういうものがものすごく大事で，
特に母親とか母親に代わるものとのごっこ遊びが非常に有効だということです。アメリカ
のデータでは，自閉症の子ども，虐待を受けた子どもも，母親とのごっこ遊びが非常に有
効だというデータが示されています。そういう意味からも遊びがすごく大事であるという
ことであります。それが最後の結論ということになります。あとは次にうまくつなげられ
ればと思います。
最後に一番私の好きな言葉を紹介して終わりにします。ヴィゴツキーの言葉です。「今
日，友達とか仲間と協働しながらできること明日，一人でできるようになる」。これは，
我々教育に関わる者全てが大事にすべき言葉でないかなと思っております。以上で私の話
を終わらせていただきます。ご静聴ありがとうございました。
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第1部　基調講演2
教育・保育の課題と今後の展望
みなさん，こんにちは。ただいま紹介いただきました伊藤でございます。
私はこども園の園長ということで，現場の立場から「教育・保育の課題と展望」という
ことについて少し話をさせていただきます。
まず，現在の保育の世界では，保育の質の向上が非常に話題になっています。みなさん
ご存知だと思いますけれども，来年10月から幼児教育の無償化が始まります。これまでも
質の向上は言われていましたが，そういったことも受けて，ますます質をあげていかなけ
ればいけないということが言われています。質をあげていくためには様々な要素がありま
すが，今日は3つに絞って話をしたいと思います。
まず，主体的な遊びから学ぶということ。これは先ほどのお話にあるように，遊びから
学ぶということは当然のことなのですけども，そのような保育が現場ではなかなか出来て
いなかったんです。それを今，ようやく，幼稚園，保育園等合わせて，そのような保育へ変
わろうとしているんです。この流れの一つの象徴的な例として，先ほど紹介された，「遊び	
学び　育つ　広島っ子推進プラン」というものがあります。これは正直，現場サイドからし
たら画期的なものでした。ここまではっきりと「遊びが大事なんだ」と言い切った点など，
行政が出したものとしては初めてだと思います。今，幼児教育の中で中心的な立場にいる無
藤隆先生も，絶賛されていました。現場から見てもここまで言い切るのかと思いました。
次に，そのような遊びを支えていくためには職員の組織が重要です。保育園，幼稚園な
どは小さい組織が多く，様々な問題を抱えています。例えば，職員が定着しないという問
題等です。今，この組織も変わろうとしています。変わりつつある組織もたくさんありま
す。そのようなことを少しお話しさせていただきたいと思います。
3つ目が連携ということです。つまり，小学校との接続の問題です。学びというのは，当
然のことながら小学校，中学校，高校へと繋がっていきます。小学校，幼稚園，保育園，幼
保小連携等々言われますけども，なかなかしっかりとした連携ができていないのが現実で
す。連携といいながらも，学びをつなげていくのではなくて，単に，小学校に慣れるための
連携というのが多いように感じます。これからは，そこをどうにか変えていきたい，また
変えなければいけないということをお話しさせていただきます。
それではまず1つ目，主体的な遊びから学ぶ保育が大事だというはなしです。まず，なぜ
伊　藤　唯　道広島市保育連盟会長順正寺子ども園園長
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保育者主導の保育ではなく，主体的な遊びから学ぶ保育なのか，なぜこれが大事だと言わ
れているのかということを考えていきたいと思います。
まず，非認知的能力の重要性がわかってきたということを最近よく言われます。先ほど
の下﨑先生のお話の中でもヘックマンのお話が出てきましたけども，それらの研究から非
認知能力の重要性がわかってきたということです。
認知的能力とは，簡単に言えば，IQ等で測れる力です。数がわかる，字が書けるという
ことなどです。それに対して非認知的能力というのは，IQなどでは測れない力，例えば，
目標に向かって頑張る力，感情をコントロールする力，人とうまく関わる力等ですが，こ
の力の方が大事だということが先ほど出たヘックマンの研究からわかってきました。これ
は，アメリカのペリー就学前計画という調査の結果をヘックマンが分析した研究です。こ
れは，3，4歳児の教育上高いリスクにある子どもたちに対して，2年間良質な教育を施し
て，これをずっと追跡調査を行なったものです。これが40歳時点での結果です。上がプロ
グラムに参加した人，下が参加しなかった人。同じグループでプログラムに参加する人と
しない人を分けているんですけども，まず，所得が40歳の時点で，プログラムに参加した
人の方が圧倒的に高かった。持ち家率も非常に高い。生活保護受給率も低いということで，
社会的にうまくいっている人の方が圧倒的に多かったという結果が出ています。この人た
ちがなぜ高かったのかということを考えた時に，まず，教育を受けたことによって知識等
が増えたのではないかという考え方がありました。しかし，いわゆるIQなどは10歳ごろ
までには変わらなくなっていたそうです。当然そういったプログラムを受けた子どもは小
学校に入った時点はIQが確かに高かったのですけれども，それが10歳ごろには同じくら
いになっていたそうです。では何がそのような違いを生じさせたのかというと，IQでは測
れない非認知的能力が高かったからだとヘックマンの研究ではいわれています。
では，ペリー就学前計画ではどのような教育を行なったのでしょうか。その教育内容は，
まず，子どもたちに遊びを計画してもらい，実行してもらう。さらにその遊びをよりよく
するためにはどうすれば良いかをみんなで考えてもらう，このような形の教育を施しまし
た。何かを教えるのではなくて，自分たちで考えてもらうということを行ったそうです。
これにプラスして，保護者に対しての面接などもかなりされたということです。つまり，
基本的にはそこで言われている良質な教育とは，主体的な遊びから学ぶ教育であると言わ
れています。このような研究から，各幼稚園，保育園が，また多くの研究者が，遊びが大事
なのだということを言い，取り組みをおこなっています。
またこれらの研究は指針等の改定などにもかなり大きな影響を与えています。いわゆる
アクティブラーニングです。大学でももちろんアクティブラーニングはもっと進んでおら
れるんですけども，保育の中でも，幼稚園教育要領などで，いわゆる「主体的で対話的で深
い学び」ということを重視するようになってきており，直接，改定の中で言葉として出て
きました。これは，教育・保育要領の解説なのですけども，その中で「保育教諭等が望まし
いと思う活動を一方的にさせたり，園児に活動を提供したりすれば良いということではな
い」ということが書かれているんです。改定前の文章にもほとんど同じ文章があったんで
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すけど，面白いのが「保育教諭等が望ましいと
思う活動を一方的にさせたり」という言葉を
今回の改訂で敢えて入れ込んでいるのですね。
ということは残念ながら実際にこういう保育
がなされているということなのだと思います。
だからこういう文章をあえて入れたのだと思
います。このように教育要領や保育指針等も
大きく変わってきました。
もうひとつ背景として，日本の学力観が大きく変わっているということがあります。「何
を知っているか」ということから，その知識を使って「何ができるか」ということへ。知識
を構造化して，もっと深いものにしていく，そしてそれをどのように使っていくか，それ
が大事だということが明らかになってきました。そしてそれが指針等にも述べられるよう
になってきました。このことも，就学前教育，幼稚園，保育園，認定こども園等でも，遊び
が大事なんだということが盛んに言われる要因の一つですし，そのように変えていこうと
しています。保育者が何かを考えて子どもにさせるのではなくて，子ども自らが考えてい
く。これが大事なんだ，これこそがまさに遊びを通しての学びだということが言えると思
います。
でも実際にこういうことを言っても，いまここに現場に出られている先生も多くおられ
ると思いますが，確かにそのように学校では習ったけど，現場ではそうなっていないと思
われる方もいらっしゃるかもしれません。でも今，現場は変わりつつあります。保育指針等
を読んだら，いわゆる保育者がさせる保育なんてどこにも書いていないのに，なんでそう
なるの，という疑問の声があがっています。しかし，学校スタイルの学び，いわゆるみんな
席について，「はい，みなさん始めますよ」「今日はこれをやりますよ」というのが学びだと
思い込んでいる人もたくさんいます。あと，違うと分かっていても，保護者の理解がないの
で変えられないという方も結構多いです。園長先生にも，「私もこんなことしたくないんだ
けれども，保護者のことを思うと，保育を今変えることができない」「保護者が喜ぶからこ
んなことしてるんだ」って言われる方もいます。さらには，保育者がいわゆる「先生」をし
たい，前に立って，子どもに何かを教えたい，そういうことをしたいと思われている先生も
います。一斉にさせる方が楽，いままでにやってきたことなので，ということで，いろんな
理由で，いわゆる保育者がさせる保育をされる先生もたくさんいます。でも変えたいと思っ
ている人はたくさんいます。この，違うとわかっていても保護者の理解がないので変えら
れないというところ，これはどうにかしたいと思っています。保護者に，本当に良質な保育
というのが何なのかということを，もっと訴えていかないといけないと思います。先ほど
の「遊び　学び　育つ広島っ子プラン」等，こういうのをもっと保護者に伝えていく，何が
就学前の教育として大事なのか伝えていく，これが大事になってくると思います。
これから多分，皆さんご存知でしょうが少子化です。今，幼稚園，保育園，認定こども園，
小規模保育事業所，かなりの数できています。10年前に比べたら倍くらいの数があります。
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でもおそらく数年後，10年，20年したら，必ず淘汰の時代が来ます。なくなっていく施設
がでてきます。その時に，良い淘汰が生まれれば，保育の質が上がると思います。つまり，
質の低い施設がなくなっていけば，全体の質は上がっていくと思います。しかしそのとき
にどういう施設が選ばれていくか，どういう施設が残っていくのかということが非常に重
要になってくると思います。本当に子どもの学びというのは遊びから学んでいくことだと
いうことをしっかり理解した人たちによって選ばれることによって，保育の全体の質は上
がってくると思います。だからこそこれからもっとこの遊び学び育つということ，遊びイ
コール学びだということを私たちは訴えかけていかなければいけないのだと思います。こ
れをうまく伝えていけなかったなら，子どもに何かを教える，いわゆる知識を教えていく，
英語を教える，算数を教える，そういったことがいい保育だということで，選ばれ，そうい
う施設が残っていけば，ひどいことになると思います。だからこそこうやって，専門に学
んでいる，この場にいる人たちで，何が良質な就学前の「学び」なのかということをしっか
り訴えかけていかないといけないと思います。
ここで，うちの園の実践を少し紹介したいと思います。子ども主体の自分たちで考えた
豆まきです。
いま，保育園，幼稚園等では行事について見直しが進んでいます。園ではいろんな行事が
ありすぎて，行事に追われる生活となってしまうということが多かったです。でも今はそ
うではなくて，普段の生活，普段の子どもたちの遊びを大切にしようということでかなり
簡略化していこうという方向に向かっています。いろんな施設がそのように考えています。
さて，うちの園の豆まきですが，豆まき，一応やるんですけれど，例年通り，私が鬼に
なって子どもたちが参加するという普通の豆まきを計画していました。子どもたちは普通
の活動の中で，こんど豆まきがあるからお面を作ろうか，ということで進めました。そう
したら子どもたち，特に年長の子どもたちが，鬼のお面作りがすごく楽しくなってかなり
盛り上がってきたんですね。この盛り上がり方がすごかったので，保育者がいろんなこと
を考えながら，提案してみたんですね。最初は私が鬼になってやるつもりだったんですけ
れども，子どもたちに「ちょっと今年の豆まきは自分たちでやってみる？」と。そしたら子
どもたちが「やってみる」と。このようにして，年長のすみれ組が自分たちで豆まきを企画
することになりました。正直，私たちはどこまでできるかということはわかっていなかっ
たんですよ。とりあえず，どうにかできるかな，と思いながら提案し，子ども達が行うこと
になりました。
子どもたちはまず，どういった豆まきをするか，みんなでミーティングを持ちました。
このミーティングっていうのは普段からもやってるので，スムーズに進みました。これ
そのときの様子をまとめたものなんですけれども。「どんな豆まきがしたい？」「楽しい豆
まきがしたい」，「ドキドキする豆まきがしたい」「すみれ組が鬼になるのはどう？」「いい
ね！」，「鬼のお面を作ったから，あれを使おう！」などと話が盛り上がりました。もも組，
年少の子たちです。年少に対しては，優しい鬼が登場しよう，年中に対しては面白い鬼チー
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ムが登場しよう，これ写真を後でお見せしますけど，鬼がクラスによって違うんです。ちっ
ちゃい子が怖がってはいけないからというので，子どもたちは，鬼を変えたんです。で，あ
と「先生たち」というグループがあるんですけど，これには私もびっくりしたんですけど，
子どもたちが私のところにきて，「先生，先生いつも鬼やっとるでしょ？	今年は僕らが先
生たちに豆まきさせてあげるよ」っていったんですよ。これには私びっくりしました。園
長になって初めて豆まきさせてもらうことになったんです。
このように話は進んでいったのですが，一つ問題がでてきました。みんなで運営する側
をやるのだけれども，でも「僕は豆まきをしたい」っていう子がやっぱりいるんです。こ
こで結構もめたんですね。僕は絶対に豆まきをするんだといって。そこでみんなでどうす
るかを考えた時に，この，下の子，年少，年中の子を誘導する係とか，その子達に教えてあ
げる係になって，豆まきしたい人はその年少，年中の子たちを率いながら豆まきしたらい
いんじゃない，という形に落ち着いたそうです。これ全体の様子です。作戦会議，発表，こ
れはみんなで話したことを，プレゼンみたいなことをしたそうです。これですね。自分た
ちで考えたプランをみんなの前でプレゼンしましたということで，グループごとに分かれ
て，うちはこうすることにしましたっていうのをまとめたそうです。これはプランに従っ
て，怖い鬼には金棒がいるとか，自分たちで考えて作ったそうです。当然司会役なども自
分たちで決めて，責任を持って担いました。この子たちはそういう係で，この子たちが豆
まきしたい子たちです。この子たちが「ももぐみ（年少）さんこっちだよ，おいで」と色々
仕切ってくれました。これが実際の鬼になった子たちです。これは年少向けなので，顔が
出てるんですね。
子どもたち最初は0歳の子たちからやりたいといったんですけど，多分それは難しいだ
ろうということで，そこはこちらがアドバイスしてあげました。いろんなことがあるから
3歳からにしよう，ということにしました。顔が見えるようにしてあげよう，顔が見えるの
で子どもたち怖くないでしょうということでこういうお面にしたそうです。これは怖い鬼
チームで，顔が見えない，ちょっと怖い鬼です。これは豆をまく子どもたちです。これは当
日とそのあとの様子を紹介したものです。で，これが年少，年中が終わっていよいよ大ト
リの，先生チームの豆まきなんですけども，担当の子が「園長先生もう始まるよ」って呼
びにきてくれて，本当に職員みんな，子どもに言われた通りに「はい先生これ持って」「鬼
が来るから投げて」っていって僕たちが投げるという，本当に初めての体験でしたけど，
楽しかったです。子どもたちが先生させてあげるよ，といってくれた気持ちが嬉しかった
し，普段から色々見てくれていたんだなっていうのも感じ嬉しかったですね。
このような豆まきの活動を行ったのですけども，ただ単に，ノリで「やってみる？」と
いったのではありません。もちろん，子どもの姿，その子達が，「どうだろう，この子たち
こんな学びをしてるけど，次こんな学びをしたらみんなできるかな」とかいうのもあった
り，子どもたちの興味であったり発達であったり。それまでの経験，その前年に豆まきを
経験していなかったらそういう活動は当然できないです。そういった活動があったからこ
そ，こういう活動ができたし，それまでに子どもたちみんなでミーティングするっていう
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経験があったからこそ，そうやって友たちと話して，折り合いをつけて，工夫をして，そし
てやり抜くということができたと思います。そうやって子どもの興味を支えて，広げてい
くのが保育者の役割だと思います。
保育者というのは，そういった子どもをいろいろ見ながら，子どもたちの興味や関心，
子どもが今何を学ぼうとしているのか，その先どんなことを学んで欲しいのか，そういう
願いをもちながら関わっていくということが大切なんだろうし，本当に難しいことだと思
いますけれども，そういったことができるのが，この仕事の素晴らしさだし，楽しいとこ
ろだと思います。
もう1つの事例なんですけど，「園長の骨折から広がる遊び」ということで，実は去年の
5月に私，骨折したんですね。恥ずかしいんですけど，別にこけたわけじゃないんです。荷
物を持って階段を歩いていて，グキッとなって，普通は「痛っ」で終わるのですが，体重が
重すぎて「バキッ」てなったんです。朝，7時くらいになったんですが，これもうやばい，多
分やったなと思いながらも職員室出て，職員に，「これ多分無理だと思う」って言いながら，
一応9時ぐらいまで園児の登園時間なので，様子を見てました。それが終わって病院行っ
たら，案の定折れてました。で帰ってきたのがこの姿です。で，その時に，子どもが当然，
「それ何？」ってなりますよね。「これはギブスだよ」ってところから，「私たちもそれ作り
たい」ってなったそうです。僕知らなかったんですけどね。この子，張り切って看護師さ
んみたいな帽子作っちゃったりして，ギブスを作るわけですよ，一生懸命に。分かります？	
これ，ダンボールで。これがね，何か白い布ちょうだいってことで探してきて，一生懸命切
り貼りして，やるわけですよ。できたのがこれです。かなりのクオリティでできてました。
ここからがまた面白かったんですけど，これをつけて歩いたらやっぱり歩きにくいんです
よ，やっぱり。そしたら次は車椅子がいるってことになったらしくて，これが作った車椅
子です。これ実は乗れるんですよ。この子が作りたいって言い出したんですけど，じゃあ
どうやって作るかってなった時に，指導教諭が近くにいたんですけど，その先生が「じゃ
あ，倉庫に探しに行こう」って一緒に行って，子どもが，「これが使える」ってみつけたの
がこれです。実はこれ，椅子をスタッキングして運ぶ台なんですね。これを，車椅子にす
るってことで，タイヤとかつけたりしながら作ったんです。この後も，この病院ごっこと
いうのがどんどん広がるんですけど，最後は，点滴をつける棒が付いていました。
そんな風にどんどん広がっていったんです。子どもにとっては何気ない思い，何気な
いことはないでしょうけど，足を折るなんてことを見て，子どもが何だろうこれって思い
作ってみる。実際やってみたらこれはちょっと歩きにくいなってことで車椅子まで発展さ
せてしまうんですね。ちなみにこの子のお母さんが看護師さんなので，そういうのもあっ
たのかもしれないですけれども，そういう子どもに，発想して何かできる時間を保証して
あげるっていうこと，それがやっぱり子どもの発想を広げるし，子どものいろんな学びに
つながっていくんだな，と思いました。
次に，職員の関係性ということについてちょっと話したいと思います。主体的な遊びか
40
開設 10周年記念シンポジウム
10
ら学ぶ保育実践のためにということで書いてあるんですけども，保育の質向上には，当然
様々な要素が考えられます。プロセスの質だったり構造の質だったり，いろんなことが言
われますけど，ここでは，職員関係について考えてみたいと思います。保育には当然振り
返りが必要です。そのためには，振り返ったことを共有し語り合えるということが必要で
す。さらには，そういった語り合える組織は，多分関係性がいいんですよ，要は。
今，この業界では，保育士不足ですから，もちろん新しい先生を引っ張ってこようと思っ
ています。それと同時に，今いる先生が，辞めない組織にしたいなっていう思いが非常に
強いです。今いる先生たちが，長く勤められる環境を作っていくことだったり，その人た
ちが，その園で学び続けられる環境を作っていこうということを一生懸命考えています。
そういった面からもこの職員の関係性が重要だと思っています。
私が考えている必要な要素なのですけど，まず同僚性と主体性そして対話の3つが必要
だと思っています。まず，同僚性なんですけども，普通に職場の中で同僚と言いますけど，
それは，互いに認めあい，高め合っていく関係であって，ただ単に仲がいいっていうこと
ではなくて，お互いにそういったことを言い合える，突き詰めて言えば，「先生，今日の保
育どうだった？」みたいなことを気を遣わずに言い合える，そういった関係だと思うんで
す。そういうちゃんとした同僚性が培われていくことが必要だと思っています。
次に主体性です。よく，いろんなところで子どもに主体性をと言うんだけれども，じゃ
あ，子どもに主体性を，といっている職員は主体的でしょうか，と言うことなんです。主体
性を求めるには，それを言っている本人が主体的でないと，本当の主体性なんてできない
んじゃないかと思っています。本当に自分が考えて，やっぱりこういう保育が大事だなと
思わないところに，本当の変化は生まれないし，そういったところからは本当に主体的な
子どもは生まれて来ないんじゃないかなと思います。
3番目は対話です。これも当然のことなんですけども，職員間，子ども，保護者間，対話
することが大事です。特に子どもと対話すること，大事です。対話といったら，言葉だけの
対話もありますけど，言葉なしでの対話，目を見るだけの対話もあると思います。言葉を
交わさないけども，お互い何らかの意思が通じ合うこともあるでしょうし，いろんなこと
があると思います。保護者ともそうです。保護者ともいろんな対話が必要です。職員間の
対話というのが非常にまた難しいんですけれども，これをどうにかしていかないといけな
いと思っています。職場は基本上下の関係なんだけれども，そこを超えて，同僚として話
せるような関係，そういう組織，そういう風土がないところに，いい保育は生まれてこな
いんじゃないかなと思っています。
今，広島市保育連盟で平成25年くらいから，園内研修コーディネーター養成講座という
のを作ったんですけれども，その講座は，園内研修をしようというのが目的なんだけれど，
園内研修で何をしようかっていったら，園内で，保育のこと，子どものことを語り合いま
しょうというのをメインに据えました。小難しいことを言わない，まずは，園内で語り合
える環境を作りましょう，子どものことを素直に語っていけるような研修をしましょうと
いうのを始めました。園内で子どものことを語り合える環境ができさえすれば，いろんな
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ことが後からついてくるというのが実感としてあります。うちの園内研修では，子どもの
ことを語る，ということを一生懸命やっています。例えば，ビデオカンファレンスをする
んですけど，子どものことを写真かビデオに撮っておいて，この時子どもは，何を考えて
いたんだろうというような話を1時間くらい話すんですね。正直子どもが何考えていたか
なんてわからないので，みんな好き勝手言えるんですね。いろんな想像ができるんですね。
そのようにいろんなイメージで話せるようになってくると，「ちょっと待って，今の，指針
のここに書いてあるこういうことじゃない」とか，いろんなことで，自分たちで勝手に学
び出します。まずはそうやって語れる環境，いろんな保育について楽しく語れる環境が大
事です。
なかなかそうなっていない園もまだまだたくさんあります。でもこれは，保育連盟と
してもどうにか直していきたいし，これからもっと変わっていくと思います。多分同僚性
とか，語り合える風土というのはもっとできていくし，できていかないと，職員がいなく
なると思います。正直にいって，職員がどんどんと辞めていく施設はあります。はっきり
いってそういう施設では，下の人が，保育がまず楽しくない，さらに，上の人，友達と保育
のことを話すことがないとよく言います。でもそれでは，今はいいかもしれないけど，こ
の先，10年20年経った時に，その組織は潰れていくんじゃないかなと思います。これから
連盟としても，業界としても変えていかなければならないと思っています。主体的・対話
的で深い学びができる組織に，子どもにもそうなんだけれども，組織自体，園自体が主体
的・対話的で深い学びを職員にもするような組織になっていかないとこれからいけないと
思います。
最後に，小学校との連携のところなんですけれども，最初に少し話したように，小学校
と連携する回数は増えて来ました。けれども，本当にその，就学前の学びを伝えているの
かといったらなかなか難しいと思います。今度，教育要領が32年から改定ですが，スター
トカリキュラムというのを作らなくてはいけなくなります。生活科の中にも入っているん
ですけど，基本的には，幼児期の学びは無自覚的な遊びを通した学びです。子どもが，「今
僕，鬼ごっこをしたからこれを学んでいるんだ」ということはないはずで，自然に遊びの
中で色々学ぶんですね。一方，小学校での学びというのは自覚的な学びですよね，今日は
これを学ぼうとか。そういう無自覚的な学びから自覚的な学びに変わっていくのだけれど
も，その学びの質が全然違うところを繋ぐのがスタートカリキュラムであるはずなんだけ
れども，今の連携というのが，小学校に慣れるような連携しかできていないので，ここを
どうにか変えていきたいなと思っています。そのためには，まず，幼稚園，保育園，認定こ
ども園の保育をもっと小学校の先生に知ってもらって，お互いに交流できるようなことを
していかないといけないと思います。
先日，東京で，文科省の研修に行ってきたんですけど，そこで僕のグループワークでは，
小学校の先生が来た時に，横に張り付いて，「いま，この子がこうしたのはこういうことを
学んでいるんです」といったようなことをいちいち言っていかないとだめだとまで言って
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おられたんです。本当にそんなことをしてでも，しっかりと学校へ伝えていかないといけ
ないと思います。あと，保育の言葉がわからないとよく言われます。そこはどちらかが歩
み寄らないといけないし，お互い共通の言語を作らないといけないと思います。それが，
改訂された教育要領の「幼児期の終わりまでに育ってほしい10の姿」ということになるん
ですけども，それでもまだ分からないので，もっと詳しく繋がり互いに理解しあっていか
ないといけないと思います。
この学科には，小学校に行かれる学生もいらっしゃいます。保育園，幼稚園等に行かれ
る学生もいらっしゃいます。そういった方に僕からのお願いというわけではないですけど
も，これからももっと交流して欲しいし，もっといろんなことを，卒業後も，仕事に就いた
後も関わって欲しいと思います。これからもっと，小学校と就学前教育・保育の結びつき
は強くなります。間違いなく。今，県の方では，小学校の先生を幼稚園に派遣するという事
業が始まっています。まだ始まったばかりですが，今後増えていくと思います。山口県な
どはかなりの数の先生が小学校から幼稚園，保育園に行っているそうなんですけど，その
ようなことがどんどん増えていく必要があるし，増えなければいけないと思っています。
そういったことを通して，お互いを知っていく必要があると思います。小学校も保育園，
幼稚園を知っていく，就学前の学びを知っていく。保育園，幼稚園，認定こども園側も小学
校の学び，教科学習のことを知っていく，そういったことも必要だと思います。そういっ
たことが，全体的に子どもの育ちに繋がっていくと思います。
それでは，私たちは何をしていくことが必要か，今までに話したことなんですけど，最
初に言ったことを少しだけ。現在，待機児童がいます。10年，20年後ははっきり言って過
剰供給です。そこで園の淘汰があります。もしここで良質の園が残ったら，広島の保育の
質は向上します。けれどもそうじゃなかったら，最初に言ったようにひどいことになりま
す。だからこそ，園からしたら選ばれるために，保育の質向上は必要だし，業界としては，
何が保育の質なのか，そしてそれがなぜ大切なのかをみんなで訴えていく必要があると思
います。数字などの知識を得ることが就学前の学びはなくて，遊びを通して培っていくの
が就学前の学びなんだ，それこそが本当の学びなんだ，それが必要なんだ，それがなけれ
ばダメなんだということをみんなで訴えかけていけたらと思います。
最後に，基本は，子どもを教えてあげる存在でなくて，一人の人間としてみていくこと
が大切だと思います。上から教えてあげる，もちろん子どもだから教えてあげることはあ
るんですけど，一人の人間としてみていく。ただ上から教えるのではなくて，一緒に。なん
と言いますか，そこにいる職員，保育者ももちろん同じです。保育者も学んで育っていく
存在だし，子どもも育っていく存在です。その「場」を通して一緒に育っていく，それが必
要なんだと思います。
とりとめのない話になってしまいましたが，このようなことを考えています。保育の現
場，保育園，幼稚園の質を上げようと今，色々頑張っています。そういったお話をさせてい
ただきました。ありがとうございました。
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最初に鹿江（コーディネーター）から本日の鼎談の趣旨について説明があった後，第一
部を受けて，下﨑氏・伊藤氏の両者からの総括的な意見を求めた。以下はその記録である。
下﨑：ヴィゴツキーが提唱した最近接発達領域（Zone	of	proximal	development（ZPD））
の考え方が重要だと考えます。（最初の知能年齢，つまり子どもが一人で解答する問
題によって決定される「現下の発達水準」と，他人との協同のなかで問題を解く場
合に到達する水準，いわば「明日の発達水準」との間の差違が，子どもの発達の最近
接領域を決定する。）その際において，教育者の「子どもの観察力」が大事だと考え
ます。つまり，①子どもの現状の力（どんな力がついているのか）を把握し，②加え
る力によってどれだけ伸びる可能性があるのか（どのような他力が必要なのか）を
考え，③そのための足場をかける（どのような足場が必要なのかを考える）ことが
大事だと考えます。
鹿江：子どもの「伸びしろ」についてうかがいますが，伸びしろを見抜く，見取るにはどの
ようにすればよいとお考えでしょうか。
下﨑：質的研究の手法（見たとおりの現象を記述する現象学の手法）を用いるのが有効では
ないかと考えます。そのままを記述することが大切で，ある程度の訓練が必要です。
伊藤：保育の世界でも客観的「見取り」は大切です。しかし一方で，保育者が主観的に見取
ることも大切だと考えます。保育の世界では現象の裏にある，子どもの見えない葛
藤を推察することが大事なんです。
下﨑：現象学の手法とは，目の前の現象をそのまま書き取り，一切の主観（先入観）を排除
することで客観性を高めることを意味します。この手法を用いれば観察力が高まる
のではないかと思います。
鹿江：なるほど，この手法は日常でも応用できそうですね。文脈を読みながら観察するこ
とは大切だと思います。
伊藤：就学前の保育においては小学校につなぐだけでなく，子どもの将来を見据えて関わ
る（支える）ことが大切です。「させる・引っ張る」ではダメなんです。
鹿江：自分も「させる・引っ張る」ことがあります。それは自分の予定（指導案・指導計画
など）があるからです。
伊藤：子どもを「一人の人」として認めることで，支えることができるのではないかと考
えています。
下﨑：学習者を起点とした能動的・主体的な学びをつなげるのがカリキュラムです。授業
第2部　鼎談
これからの教育者・保育者に期待すること
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にはすべてめあてがあり，必然です。しかしその必然の中に偶然があります。その
偶然を必然で「からめとる」ことこそが授業の醍醐味だと考えます。
鹿江：そうですね。私にとってもそれは快感です。
先日のニュースで，群馬県前橋市で路線バスの無人化が始まったと聞きました。
いずれ近い将来は，全国の過疎地で無人バスが走り，宅配はドローンになるでしょ
う。今の子どもたちが大人になる（社会に出る）のは10 〜 15年後です。教育は現状
や未来に対応する力を育てることにあります。一方で，教育には変えてはいけない
ことがあるのも事実です。技術が飛躍的に発展・進化する時代や社会の中で私たち
は何を大切にしていけばよいのでしょうか。最後に参会者にメッセージをお願いし
ます。
下﨑：クオリティを高くもち，それに近づいていくことが大切だと思います。つまり良い
教師（良いモデル）の授業を見て近づくということです。それには良いモデルを探
すことが大切だと思います。みなさんには良いモデルがいますか。
伊藤：子どもの可能性を探るためにはイメージ力が大切だと思います。就学前保育の仕事
は素晴らしい。是非保育の世界に来て下さい。多くの保育所や幼稚園を見て，良い
園を見極めてほしいと思います。
鹿江：本日のキーワード「遊ぶ」。参会者のみなさんも是非遊びながら学んで欲しいと思い
ます。本日はありがとうございました。
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教職員一覧〈2018年 4月現在〉
緒　方　　　満　　音楽科教育
川　上　みどり　　保育学
林　　　武　広　　環境・防災教育・天文教育
山　田　惠　次　　算数科教育
上之園　公　子　　生活科教育
望　月　　　真　　国語科教育
福　伊　　　智　　教育学
森　川　敦　子　　道徳教育・幼児教育
鹿　江　宏　明　　理科教育
胡　　　泰　志　　体育学
大　牛　英　則　　英語科教育
酒　井　研　作　　教育行政学・教育制度学
田　崎　慎　治　　教育心理学
濱　田　祥　子　　発達心理学
井　坂　春　江
三　浦　真理恵
編集後記
『比治山大学現代文化学部子ども発達教育学科開設10周年記念誌　子ども発達教育学科
10年のあゆみ』をここに刊行できますこと，関係の皆様に深く感謝申し上げます。
誠にありがとうございました。
2018年12月15日
子ども発達教育学科開設10周年記念行事実行委員会
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